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令和６年度 学力向上を図るための全体計画                     大田区立徳持小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導内容・指導方法 教  育  課  程 研究・研修の工夫 評 価 の 工 夫 地域や家庭との連携 

○学び合い、高め合う場面を設

定することで、主体的に学ぶ

意欲を高める。 

○教材研究の時間を確保し、指

導を工夫して、よりわかる授

業を行う。 

○算数タブドリプラスや習熟

度別指導、東京ベーシックド

リルの活用など、個に応じた

指導の充実を図る。 

○体験学習・問題解決学習を取

り入れ、自ら課題を解決する

力を育成する。 

○読書指導や言語活動を充実

させ、各教科の基礎となる言

語力を育成する。 

○振替なしの土曜授業を年間３

日実施し、学力向上のための

時数を確保する。 

○補習教室、基礎・基本の力を定

着させる。 

○読書週間、保護者による読み

聞かせなどにより、読書活動

を推進する。 

○全学年で外国語活動を実施

し、国際理解教育を推進する

とともに、言語に対する関心

を高める。 

○校内研究を授業力向上の

場とする。全学年・専科教

員で分科会を組織して、

研究授業を行い、主体的・

対話的で深い学びを目指

した授業づくりを行う。

また、学び合い、高め合い

を重視した授業を行うこ

とができるようにする。 

○区の教育研究会の各部会

で授業研究を深めたり、外

部の研修に参加したりし

て、指導力を高める。 

○学習のねらいを明確にし、

１時間ごとの評価を生かし

て学力の定着に努める。 

○学校公開での保護者アン

ケート、外部評価などによ

り、授業改善を行う。 

○学習効果測定の個人票を

基に、学習の定着状況を振

り返らせ、目標に向けて学

習計画を見直すことがで

きるように支援する。 

 

○「徳持スタンダード」を配

布し、家庭と協力して基

礎・基本の定着のために取

り組む。 

○国際理解、健康、キャリ

ア、環境教育、地域学習な

ど、地域の協力による体験

や交流により学びを広げ

る。 

○徳持応援団（学校支援地

域本部）により、漢字検定

など、地域の人材を活用

し、地域の教育力を組織化

し、教育活動をさらに充実

させる。 

各 教 科 の 指 導 の 重 点 

国 語 
各教科学習の基礎となる言語力の育成を図る。「話す・聞く姿勢」を徹底させ、話し合う力を

育てる。また、読書活動を推進し、読む力を伸ばす。 

社 会 
資料から必要な情報を集めて読み取り、社会的事象の意味等を解釈し、自分の考えをもつこ

とで、他視点で公正に判断する能力や態度を養い、社会形成に参画する資質を育成する。 

算 数 
数や図形の感覚を育てるために算数的活動を多く取り入れる。基礎的・基本的な内容の確実

な定着を図るために、発達や学年の段階に応じたステップ学習による指導を充実させる。 

理 科 
自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力をつける。自然の事

物・現象についての実感を伴った理解を図り、科学的な見方や考え方を養う。 

生 活 
言語活動などを通して、人とかかわる楽しさが分かり、進んで交流できるようにする。活動

や体験したことを言葉や絵で表す表現活動を一層重視する。 

音 楽 
リズム、旋律、ハーモニーを大切にした学習を展開し、基本的な楽器の奏法や発声ができる

ようにする。 

図 工 
絵の具、道具や工具等の基本的な扱い方を基礎力として身に付け、自分の思いを自由に表現

できるようにする。 

家 庭 
家庭生活の基礎となる生活技能を、体験活動を通して学ぶ。自らの課題達成のために進んで

調べ、手順を考えたり、よりよく工夫したりできるようにする。 

体 育 
体つくり運動などで基本的な動きや柔軟性を身に付ける。また、運動量を確保するとともに

自らめあてをもち、励まし、学び合いながら学習できるようにする。 

外国語 
コミュニケーションの目的や場面を意識して活動を行う。英語の音声や語彙、表現などの知

識を実際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図る。 

学校・地域の実態や願いなど 

児童の実態 

本校の教職員の願い 

家庭・地域の実態 

保護者の願い 

教育関係法規など 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

教育委員会の教育目標 

東京都教育ビジョン 

おおた教育ビジョン 

学校経営方針（学力向上に関わる重点） 

授業力向上の目指し、学び合い、高め合う授業の実

践により、子供たちの思考力・判断力・表現力を育

成する。 

○主体的に学ぶ意欲の向上。 

○基礎的、基本的な知識・技能の定着。 

○課題解決に必要な思考力・判断力・表現力の育

〇〇成。 

・算数習熟度別指導の充実 

・補習教室の実施 

・校内研究の充実 

・地域の教育力の導入 
総合的な学習の時間の指導の重点 

〇自ら課題を見付け、自ら学び考え、判断

し、解決する能力、態度を育成する。 

〇学び方やものの考え方を身に付け、探究

活動等に主体的に取り組み、自己の生き

方を考えることができる態度を養う。 

〇自然体験、ボランティア体験などを通し

て、自らを生かし、望ましい人間関係を

育てる。 

○情報や環境など、新しい社会的課題に気

付き、積極的に関わろうとする意欲を育

てる。 

特色ある教育活動や豊かな体験活動にお

ける指導の重点 

○ 郷土の特色(池上地区の特色)を活用し

た学習を通して、身近な地域への関心

を高める。 

○地域の人との交流を通して、人間尊重

の精神や思いやりの心を育てる。 

人間関係や環境の整備、生活指

導、生活全般における指導の重点 

〇「徳持スタンダード」の徹底に

より、学校のきまりを理解し、

基本的な生活習慣が定着でき

るようにする。 

〇相手の立場を思いやる心を育

て、望ましい人間関係を育て

る。 

〇安全な環境を整備するととも

に正しい言語環境、信頼し合う

人間関係を育てる。 

○学校カウンセラーと連携・協力

し教育相談の充実を図る。 

特別活動の指導の重点 

○望ましい集団活動を通して、心身の調和

のとれた発達と個性の伸長を図る。 

○集団の一員としての自覚を深め、協力し

てよりよい生活を築こうとする自主的、

実践的な態度を育てる。 

家庭、地域社会、他の学校や関連機関との

連携 

〇家庭と協力して基本的生活習慣を身に

付けさせる。 

○地域の人々の協力を生かした教育活動

を積極的に行う。 

校内研究  
夢を育む感動体験を味わうことのできる
「未来づくり科」の創出 
～カリキュラム・マネジメントと地域材
の活用～ 
【目指す児童像】  
地域をより知り、地域とつながり、生き
生きと学ぶ子 

学校の教育目標 

○考える子 ○やさしい子 ○つよい子 
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小中一貫授業改善プラン 重点観点及び重点指導事項一覧（蓮沼中学校区）  
  国語科      

 
令和６年度  

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    

 重点指導事項 

「読むこと」 

・説明的な文章を読み、理解したことや考えたことを報告する対話的な学び。 

・文学的な文章を読み、考えたことを伝え合う対話的な学び。 

 

  社会科         

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 重点指導事項 問題解決的な学習の充実  

  算数･数学科         

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点 ◎      
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点 ◎      

 重点指導事項 
・前時の復習、小テストの活用など反復学習学習に重点を置き、基礎学力の定着を図る。 

・個の習熟度によって、途中式の書き方や助言の内容を工夫した指導を行う。 
 

  理科          

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    

 重点指導事項 
・ICTを用いた実験・観察の予想と考察を行う。 

・班による実験・観察の予想と考察を行う。 
 

  音楽科         

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    

 重点指導事項 
・音楽的な見方・考え方を働かせ、思いや意図を伝えあう活動の工夫。 

・音楽を表現していく経験の積み重ね。 
 

  図画工作･美術科         

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 重点指導事項 作品や材料との対話、生徒のグループによる対話活動を通して、思考力や表現力を高める指導の工夫。  

  保健体育科         

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点     ◎  
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点 ◎      
 重点指導事項 ・運動を好きになる小学校の取り組みと、その土台の上に理解や技能を高める指導を行う。  

  技術･家庭科         

   観点別  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点   ◎    
 重点指導事項 ・授業の中で学んだことを生活の中に活かし、工夫して作品を作る。  

  外国語科（英語）         

   観点別 （指導要録に記載されているもの）  
 小学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点     ◎  
 中学校 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
 重点観点     ◎  
 重点指導事項 積極的かつ効果的な ICTの活用を工夫した授業の推進。  
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・校内平均正答率は全学年において基礎・活用ともに目標値を上回った 

・「書くこと」の領域においては、目標値や区・全国の平均正答率よりも上回った。 

・辞書や chromebook を用いての調べ活動、言葉と経験とを結び付けていく学習を取り入れることで

基礎値は７０％を保てている。 

（２）課題 

・「話すこと・聞くこと」の領域では、どの学年においても正答率があまり高くない。根拠をもって自分

の考えを話したり、大事なことを落とさずに相手の話を聞いたりできるようにする必要がある。 

・第５、６学年は、二極化している。６０％未満の児童には、補修や分かりやすい説明などが必要だと

考える。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第

４

学

年 

・校内平均正答率の「基礎」 

 「活用」ともに目標値を上回

っている。 

・校内平均正答率の「基礎」「活

用」ともに、目標値を上回っ

ている。 

・校内平均正答率が、基礎、活

用ともに目標値を上回った。 

第

５

学

年 

・校内平均正答率の「基礎」「活

用」ともに目標値を上回って

いる。 

・校内平均正答率の「基礎」「活

用」ともに、目標値を上回っ

ている。 

・「基礎」の校内平均正答率は、

目標値と区平均値を上回っ

ている。 

第

６

学

年 

・校内平均正答率の「基礎」「活

用」ともに目標値を上回って

いる。 

・校内平均正答率が、基礎、活

用ともに目標値を上回った。 

・基礎、活用共には目標値を上

回っているが、区平均正答率

は下回っている。 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・校内平均正答率が、目標値

を上回った。 

・漢字や言葉の内容はおお

むね定着している。しか

し、主語と述語の関係に

ついての理解が低い。 

・校内平均正答率が、目標値を

上回った。 

・「読むこと」の領域で、内容を

十分に読み取ることができ

ている。 

・情報と情報との関係について

理解し、自分の考えを書く問

題では、目標値より１０ポイ

ント低い。 

・校内平均正答率と、目標値

がほぼ同等。 

・自分の考えを明確にし、内

容の中心をおさえ、文章を

書くことができている。一

方で、指定された文章構成

で書く問題では、無回答が

多い。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・第４学年に配当されてい

る漢字を正しく書く問題

では、目標値よりも１５

ポイント低い。 

・連用修飾語、連体修飾語の

問題では、目標値より３

ポイント低い。 

 

 

・話し合いの内容を聞き取る、

物語の内容を読み取る面で

は、正答率が高い。 

・説明文の内容を読み取り、段

落相互の関係を読み取るこ

とは苦手な傾向にある。 

・自分の考えを明確に書くこと

や理由や事例との関係を明

確にして文章を書くことに

も苦手な傾向がある。 

・校内平均正答率は、目標値

を上回っているが、全国平

均正答率と区平均正答率よ

り下回っている。 

・指定された長さで文章を書

くことに苦手意識が見ら

れ、無回答もある。 

国 語 科 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 第

６

学

年 

・観点別正答率では、校内

平均正答率が、目標値、

全国平均正答率ともに上

回っている。 

・漢字の読み・書きの項目

ではいずれも目標値を上

回っている。 

                                                                                                                                     

・観点別正答率では、校内平

均正答率が、目標値、全国

平均正答率ともに上回って

いる。 

・「物語の内容を読み取る」の

項目が目標値を８ポイント

下回っている。 

 

・観点別正答率では、校内平

均正答率が、目標値、全国

平均正答率ともに上回って

いる。 

・「文章を書く」の項目が目

標値を０．３ポイント下回

っている。 

・無回答率が学年の２０％ほ

どある。 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・言葉にする力を伸ばす。その

ために朝学習や授業の中で

読書の時間を十分にとる。言

葉の意味を動作化したり具

体物を提示したりして説明

する。 

・物語や説明文などの内容を

正しく読み取る。そのため

に、繰り返し様々な読み方で

音読をさせる。 

・タブレットを活用したり、言

葉集めやしりとりを行った

りすることを通して、語彙を

増やし、学習の基本となるひ

らがな・がたかな・漢字の正

しい書き順を身に付けさせ

る。  

・自分の考えを言葉で表現でき

るようにする。そのために、

必要に応じ話型を掲示して

自分の考えをまとめやすく

する。 

・自分の考えをもって対話をす

ることで、互いに感想を伝え

合い、考えを共感できるよう

にする。 

・対話をもとに話し合い活動の

機会を設ける。 

・読書が楽しいと感じられる

ように、図書の時間に読書

学習司書による読み聞かせ

を行う。また学習単元に関

係する内容の本を集め、並

行読書を行い、読書の楽し

さを実感できるようにす

る。 

・学習したことを他教科や生

活に活かせるように各単元

で他教科と横断的な指導が

できるように指導計画を立

てる。 

第

２

学

年 

・語彙を増やし、活用すること

ができるようにするために、

読書の習慣を付けたり、教科

書「ことばのたからばこ」を

活用する。 

・正しい漢字の書き方を定着

させるために、小テストや漢

字ドリルを計画的に活用し、

繰り返し取り組む。 

・文章表現をする上での基本

を丁寧に指導する。 

・音読の習慣をつけ、様々な詩

や文章表現に触れつ機会を

作る。 

・「順序を表す言葉」を使って、

自分の体験したことや気持

ちを分かりやすく表現する

習慣を付ける。 

・友達の考えを聞き、自分の考

えや質問、感想を伝えられる

ように話型を提示したり、良

い手本を示したりする。 

・読む人に自分の思いや考えが

明確に伝わるように、順序を

考えて書いたり、簡単な構成

を考えたりできるようにす

る。 

・読書に関心がもてるよう

に、図書の時間に読み聞か

せをしたり、学級での読書

時間を作ったりし、感想を

伝え合う時間を設ける。 

・自分の気持ちや思いを表現

する活動を多く設定し、日

常活動として取り入れる。 

・学習したことを他教科に生

かせるように各単元で横断

的な指導ができるように指

導計画を立てる。 

中

学

年 

第

３

学

年 

・新出漢字で熟語や文例を

考えるなどして興味や意

欲を引き出す。漢字を正

確に書けるよう定期的に

小テストを行う。 

・主語述語、指示語、修飾語、

漢字の音訓について繰り

返し、指導を行う。 

・国語辞典をひく、ことわざ

故事成語を調べる活動を

通して、言葉への興味を

高め、語彙を広げる。 

 

・物語の場面構成や重要な語句

を明確に提示し、そこから読

解できる内容を具体的に示

して、想像して書く・説明す

る方法を理解できるように

する。 

・はじめ・中・終わりの文章

構成、説明の仕方の具体例を

示して、書き方を共有するこ

とで相手に伝わりやすい文

章が書けるようにする。 

・学習課題や学習計画を児童

と共に立てる。 

・図書の時間や読書週間を活

用し、学年にふさわしい本

や幅広い分野の本に親しむ

ことができるようにする。 

・質問の仕方、話し合い方の

話型を示し、必要感のある

話し合いの機会を設定す

る。 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・自分の考えの基になった

叙述や表現に印をつけた

りメモしたりすること

で、自分の考えを支える

理由を話したり書いたり

できるようにしていく。 

・主語、述語などの文のつく

りに気を付けて文を書い

たり、話したりできるよ

うにする。 

・毎日の漢字学習、漢字小テ

ストを実施し、繰り返し

書くことで定着を図る。 

・情報と情報を関連付けて、自

分の考えを書くことができ

るようにする。段落相互の関

係に注意して文章を書くこ

とができるよう指導する。

「はじめ・中・終わり」の文

章構成を意識して書くこと

ができるようにする。 

・話を聞く時に話す人の方を

向くことを徹底し、聞く姿

勢を身に付けさせる。 

・文を書くことへの意識を高

めるために、日頃から文章

を書く習慣を付ける。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・新出漢字を学ぶときに、書

き順や熟語などを確認す

る。 

・漢字ノートに練習すると

きは、その漢字の熟語を

使って作文させる。 

・文章の読み方を丁寧に指

導し、誤読なく文章を読

めるようにする。 

・自分の考えや筆者の考えをま

とめるときに、文字数や文章

の長さを指定して書かせる

ようにする。 

・文章を書くときは、語尾や接

続詞などに気を付けさせる。 

・文章を書かせる機会を増

やす。 

・単元の最後には、できるよ

うになったことやもっと知

りたいことなど、意欲的に

学習に取り組めるように振

り返りをさせる。 

第

６

学

年 

・漢字の「読み」「書き」の

練習、漢字小テストでの

反復練習を引き続き行

う。また、国語科での書く

活動、他教科での学習に

おいても漢字の「読み」

「書き」を意識して指導

を行い、児童がより実践

的に漢字を活用できるよ

うにする。 

・物語を読む際には、叙述を基

に登場人物の気持ちや考え

を読み取ることができるよ

うに、下線を引いて文章を読

むようにさせる。 

・考えを交流する時間に重点を

置き、自分の言葉で説明する

経験を積ませる。 

・文章を書くことに対する苦

手意識を取り除くため、文

章を書く際の構文を示し、

型に当てはめて書く練習を

行う。 

・国語以外の教科において

も、学習のまとめの時間を

有効に活用し、書くことの

経験を増やす。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・４年生では、社会的事象の意味を考え、友達と意見交流したり、単元のまとめを自分で作成したり

したことで、自分の考えをまとめる力がついた。 

・５年生では、調べて考えた事を白地図にまとめたり文章表現したりすることで知識が定着した。資

料から何が読み取れるのかまず個人で考え、さらに学級で話し合う機会を設けたことで、資料活用

の力が身に付いた。 

 ・６年生においては、写真、図、グラフなどの資料から学習課題に沿った内容を読み取る活動を繰り

返し行った。友達との考えの交流を行ったことで自分の考えをもつ事ができた。 

（２）課題 

・引き続き各種の資料を的確に読み取る活動を重ね、知識の定着を図ると共に、児童が事実を比較・

関連させて自分の考えをもてるよう、問題解決的な学習を充実させる。 

・自分の学び方を振り返る機会をつくり、学習の仕方に見通しや自信をもてるように助言や支援を行

う。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第

４

学

年 

・校内正答率は、基礎、活用

ともに目標値を下回った。 

・校内正答率は、目標値を若

干下回った。基礎は目標値

を下回ったが、活用では上

回った。 

 

第

５

学

年 

・校内正答率は、基礎問題１

７問中１２問が目標値を下

回った。 

・校内平均正答率は、基礎、

活用どちらにおいても、目

標値を上回った。 

・校内正答率は、目標値を下

回った。領域別正答率で

は、１２項目中８項目で目

標値を下回った。 

第

６

学

年 

・校内平均正答率は、「基礎」

「活用」ともに目標値を若

干下回っている。 

・校内平均正答率は、教科全

体、基礎、活用共に目標値

を若干下回っている。 

・校内正答率は全ての領域に

おいて、目標値と区正答率

を上回った。 

 

 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・人々のくらしの様子の変化

について、理解している。 

・地図記号やグラフから情報

を正確に読み取る力がな

い。 

・生産（工場）の仕事に見ら

れる工夫について考え、表

現する力が身に付いてい

る。 

・資料や年表を読み取り、判

断する力に課題がある。 

・資料に着目しながら、社会

的事象と自らの生活につい

て関連付けて選択・判断す

ることが苦手である。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・表やグラフなどの資料か

ら、学習課題に即した内容

を読み取ったり、関連させ

たりすることが難しい。 

・八方位の理解ができておら

ず、地図の読み取りが十分

にできない。 

 

・グラフなどの資料から、自

らの考えをもったり、表現

したりすることが苦手であ

る。 

・社会的事象の共通点や差異

点を整理し、自分の考えに

ついて根拠を明確に表現す

ることが苦手である。 

・社会的事象から、実体験や

今後起こりうる事象の可能

性を考え、親近感や切実感、

必要観をもって調べ学習を

行う経験が不十分である。 

社 会 科 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高

学

年 

第

６

学

年 

・目標値を３ポイント下回っ

ている。 

・「自然環境と国民生活」の

項目では目標値を上回って

いる。 

・「自動車をつくる工業」の

項目において目標値を下回

っている。 

・目標値を３ポイント上回っ

ている。 

・資料から情報を読み取るこ

とや、その情報を整理し、

自分の考えを表現すること

が苦手である。 

・目標値、全国平均ともに若

干下回っている。 

・知識を習得するにとどま

り、そこから予想を立てた

り、新たな課題意識をもつ

ことが苦手である。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

３

学

年 

・資料や地図帳から情報を読

み取る活動を繰り返し行

い、地図の見方に慣れ、正

確に読み取れるようにす

る。 

・白地図への書き込み作業や

年表づくりに取り組み、知

識の定着を図る。 

・自分の意見を書いてから、

ICT を活用して友達と意見

を交流することで、自分の

考えを練り上げ、深める。 

・問題解決的な学習過程を各

単元で繰り返し行い、社会

的事象の意味を捉えて表現

する力を育てる。 

・学習問題に対して予想をもち、

学習計画を立てる時間を確保

する。 

・調べ方やまとめ方の例や方法

を示し、工夫して取り組むよう

促す。 

・学んだ内容や学び方を振り返

る機会をつくり、学習を自己評

価できるようにする。 

 第

４

学

年 

・ＩＣＴ機器を活用して調べ

たり、資料や地図などから

情報を正確に読み取ったり

することを通して、知識を

定着させていくようにす

る。 

・地域の様子を白地図にまと

たりノートにまとめたりさ

せ、知識の定着を図る。 

・社会的事象の特色や相互の

関連、意味を考えるさせ、

その解決に向けて関わり方

を選択・判断する力、表現

する力を養う。 

・ＩＣＴ機器を活用したり、

プリントやノートにまとめ

たりすることを通して、自

らの考えをまとめる活動を

取り入れる。 

・学習問題を解決する学習計

画を立て、毎時間の学習課

題に沿って調べ、自分の考

えを表現することができた

か、自己評価する機会をつ

くる。 

・学習したことを社会生活に

活かす方法を考える活動を

取り入れる。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・学習問題を意識して、社会

的な見方・考え方を働かせ、

グラフや表などの資料から

必要な内容を読み取る活動

を積み重ねていく。 

・地図帳を活用し、地名や都

市名など、既習内容を復習

する学習活動を取り入れ、

４７都道府県など基本的な

知識の定着を図る。 

・１時間の学習課題を明確に

示し、資料から読み取った

事実に基づいた、明確な根

拠のある自らの考えを表現

することを積み重ねる。 

・一人一人が自分の考えをも

ち、友達との交流や話し合

いによって、自らの考えを

広げたり、深めたりするこ

とができる学習展開を計画

する。 

・社会的事象と自らの生活と

関連付け、その目的や意義

を考えたり、よりよいあり

方について選択・判断した

りする活動を取り入れる。 

・学習問題について予想をも

ち、学習計画に基づいて見

通しをもって調べる学習活

動について、自己評価して

いくことで、主体的な態度

を育てる。 

第

６

学

年 

・知識の定着を図るため、既

習事項との関連付けを意識し

た授業を展開する。 

・ICT機器や資料集を活用し、

視覚的に理解できる機会を増

やし、学習内容の定着を図る。 

・資料から読み取ったことを

整理し、それに対する自分

の考えを示すことができる

ような授業を展開する。 

・毎時間のポイントとなる事

柄については共通理解を図

り、それに対する自分の考

えを学習のまとめの際に記

述させる。 

・授業の導入では自分事とし

て捉えられるような視点を与

え、学習問題について予想し

主体的に学習計画を立てる活

動を取り入れる。 

・資料から読み取ったことを

もとに友達と交流し、多面的・

多角的な考え方に触れること

ができるような授業を展開す

る。 

・自分の学習の仕方を振り返

る機会をつくる。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・ICTの普及により、授業の工夫や変化が見られ、児童の表現の仕方の幅が広がった。 

 ・タブレットドリルの活用により、児童自身の学習への理解度が俯瞰して見られるようになった。 

 

（２）課題 

 ・表現の仕方が広がったことにより、知識や技能を活用して考えたことを、友達にわかるように表現

する力を身に付けさせる工夫をする必要がある。 

・学習効果測定の結果から、知識の応用は基礎項目に比べてできている傾向が見られたため、日頃の

授業を通して四則計算などの基礎基本の定着を図り、より生かしていく必要がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第

４

学

年 

・校内正答率は、基礎・活用

ともに、目標値を上回っ

た。 

・校内正答率は、基礎・活用

ともに目標値を上回った

が、前年度に比べて少し下

がった。 

・校内正答率は、基礎・活用

ともに目標値を上回った。 

第

５

学

年 

・校内正答率は、基礎・活用

ともに、目標値を上回っ

た。 

・基礎については、目標値を

下回った。しかし、活用は

目標値を上回った。 

・校内正答率が、基礎、活用

共に目標値を上回っていた。 

第

６

学

年 

・校内正答率は、「基礎」「活用」

ともに目標値を上回った。 

・活用については、目標値を

上回った。基礎は目標値を

下回った。 

・活用については、校内正答

率は、目標値と区正答率を

上回った。 

 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・かけ算や表と棒グラフに

ついての理解力が高い。 

・円の半径について答える

問題の誤答が見られた。 

・わり算の、余りを切り上げ

て処理する問題ができ、そ

の理由を説明することがで

きている。 

・わり算の、余りを処理して

正しい答えを求める文章題

に誤答が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校内平均正答率が、目標

値を上回った。 

・グラフから読み取ったこ

とを表現する力がある。 

 

算 数 科 



11 

 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高

学

年 

第

５

学

年 

・与えられた分数を数直線

上に表したり、簡単な分

数のたし算・ひき算につ

いて理解をしたりして

いる。 

・分度器の目盛りの読み方

を理解している。 

・概数の表し方、やあまり

のあるわり算が弱い。 

・様々な形の性質や作図を

することが難しい。 

・折れ線グラフと表を読み

取ることに難しさを感

じている。 

・３６０°より小さい角の大

きさを求めることができ

る。 

・身近なものの面積の見当を

つけることができる。また、

複合図形の面積の求め方を

理解している。 

・折れ線グラフでは、１目盛

りがいくつを表しているの

かに注目して読み取る力が

弱い。 

・変わり方調べでは、伴って

かわる２つの数量の関係を

式に表したり、そこから値

を求める力が弱い。 

・校内平均正答率が、目標

値・区平均を上回った。 

・図形の面積の求め方につ

いて全体的に理解して

いるが、図形の性質の理

解が乏しいため、作図に

苦戦している。 

・上からある桁の概数の求

め方の理解が難しいと

感じている児童が多く

いる。 

・表に表したり、グラフを

正しく読み取んだりす

ることに難しさを感じ

ている児童が多くいる。

様々なグラフや表を書

いたり読んだりする経

験をたくさん積む必要

がある。 

第

６

学

年 

・目標値を３ポイント上回

っている。 

・奇数、偶数、公倍数、公

約数など、整数の仲間分

けについては目標値を上

回っている。 

・小数の計算が苦手であ

る。 

・比例、単位量あたりの計

算が苦手である。 

・目標値とは同等、全国平均

より３ポイント上回ってい

る。 

・文章題を読み取り、正しい

式を選択したり、立式した

りすることが苦手である。 

・資料を読み取ったり、読み

取ったことを説明したりす

ることが苦手である。 

・目標値より１ポイント、

全国平均より６ポイント

上回っている。 

・習得した知識をもとに自

信をもって学習に取り組

むことができている児童

が多い。 

・自分の考えを自信をもっ

て説明できる児童は少な

い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・たし算やひき算の計算力

を定着させるために、練

習時間を十分に確保し、

プリントや計算カード・

タブレットドリルを使

って反復練習に取り組

む。 

・計算の意味がよく理解で

きるようにブロックを

使い、具体的な操作活動

を取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の中で自分の考えを相

手に説明する機会をもつ。 

・考えの根拠を明確にして、

分かりやすく伝えられるよ

うに、図・具体物の操作を用

いて説明する。 

・学習意欲をもたせるため

に、身近な日常生活の場

面や、具体物などを問題

の題材として取り上げ

る。 

・学習を振り返る時間をも

つことで、学習内容を確

かめ理解を定着できる

ようにする。 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

２

学

年 

・計算カードやプリント、ド

リル、タブレットのアプ

リなどを活用して、繰り

返し練習して定着を図

る。 

・時刻や時間、長さやかさな

どの様々な単位を使用す

る学習については、日常

的に取り上げて慣れ親し

むようにする。 

・自分の考えを、根拠を明確に

し、図・絵、言葉 ICTを利用

して説明する機会を増やし、

考えを深める。 

・文章題では演算決定のキーワ

ードに着目させ、そこから立

式できるよう声掛けをする。 

 

・具体物を活用したり、ICT

による操作活動を行った

りして興味関心がもてる

ようにする。 

・日常生活の中で、大きな数

や、長さや水のかさなど

単位に着目して、積極的

に活用する機会を増や

す。 

・学習の振り返りの中で、本

時で分かったことやまと

めを自分でまとめること

ができるようにする。 

中

学

年 

第

３

学

年 

・四則計算を継続して反復

練習をし、正確に早く解

けるよう定着を図る。 

・計算の意味や仕方を言葉

や数、式、図を用いて説明

するような授業構成にす

る。 

・問題の場面を想起させて聞か

れている内容をしっかり把

握し、必要な情報を取り出し

て立式し、計算できるように

する。 

 

・児童が授業を振り返り、ま

とめる時間を作る。 

・既習事項をタブレットを

用いて復習させ、自ら学

び、より理解に繋がるよ

うにする。 

第

４

学

年 

・整数や小数・分数の意味と

表し方について理解し、

数直線上の分数の関係を

理解できるようにする。 

・コンパスの使い方を理解

し、円の構成や面積の測

定を正しくできるように

する。 

 

・わり算の文章問題に取り組

み、余りの処理をして正しい

答えを求める力を育む。 

・意見交流の場をつくり、他者

との考えの相違を理解し、自

分の考えの幅を広げる活動

を増やす。 

・学習の振り返りの時間に、

学習課題を多面的に捉え

検討させ、より良いもの

を求めようとする態度を

養う。 

・学習内容を自らの生活に

生かそうとしたり、次の

学習に活用しようとした

りする態度を養う。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・タブレットドリルを始め、

タブレットを有効に活用

し、既習事項の確かめを

させる。 

・億や兆概数の表し方や作

図などの基礎・基本的な

問題に授業の始めなどに

継続的に取り組む。 

・少人数習熟度別学習の利

点を生かし、補習が必要

な児童に対して単元末テ

ストの直前等に補習を行

う。 

・既習事項に立ち戻り、そこか

ら自分の考えをもたせられ

るような授業展開を考える。 

・授業の中で、自分の考えを交

流する時間を十分に設ける。 

・友達の考えを聞いて、自らの

考えに立ち返る時間も確保

する。 

・発展的な学習でオープンエン

ドの問題に取り組み、自分の考

えに根拠をもって説明できる

ようにする。 

  

・導入を工夫し、ゲーム性の

ある問題や情報が足りな

いもしくは多い問題など

を扱い、児童の興味関心

を引くようにする。 

・学習したことを身の回り

や、他教科の授業でで生

かすことができるのか考

える時間を設ける 

・振り返りを適宜行い、自ら

の学習状況を把握し、次

の時間に生かすことがで

きるようにする。 

・振り返りの観点をしっか

りと定着させることで、

自らの学習状況にあった

学習を取り組む手立てと

する。 

・間違えた問題を繰り返し

解いたり問題を様々な方

法で解いたりして、粘り

強く学習に取り組ませ

る。 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高

学

年 

第

６

学

年 

・小数の計算、単位量あたり

の計算を中心に、タブレ

ットドリルを活用し、知

識の定着を図る。 

・用語や公式を確実に用い

ることができるように掲

示したり、繰り返し確認

したりする。 

・毎時間の導入で、既習事項

の確認を行い、継続的に

振り返りが行えるような

授業を展開する。 

・文章題への理解を深めるた

め、色分けをして「全体」

「割合」「もとにする量」

「比べる量」などを把握で

きるようにする。 

・「わられる数」「わる数」

「商」などの単位に着目

し、何を求めるための問題

なのかを理解できるような

授業を展開する。 

・自分の考えを図や言葉、式

で表し、友達に説明する

ことで、自分の考えに自

信を付けられるような学

習活動を設定する。 

・授業の導入では、児童の実

生活に関わるような問題

を用意し、実生活と結び

付けて学習に取り組むこ

とができるような授業を

展開する。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・一部児童は、実験観察を通して、科学的事象の一般化だけでなく、次に疑問につながる考察ができ

るようになってきている。 

 ・実験、観察に意欲的に参加する児童が多い。理科室利用の約束事や実験中の安全管理も身に付いて

いる。 

（２）課題 

 ・基礎的な学力が身に付いていない。学習過程をユニバーサルデザイン化し、各学年で働かせるべき

理科的な考え方と基礎的な知識の定着を図る。 

・引き続き、科学的事象の因果関係や理科的な用語等の理解・定着を図ること。 

 ・実験・観察で結果として認識したことと学習としてのつながり、学習内容と生活場面でのつながり

が希薄であること。単元の導入や実験・観察やまとめの場面で、日常生活とのつながりを意識した

授業づくりをする。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第

４

学

年 

・校内平均正答率が、「基礎」 

「活用」ともに目標値と区平均

正答率より下回った。 

・活用については、校内正答率

は、目標値と区正答率を上回

った。 

 

第

５

学

年 

・校内平均正答率が、「基礎」 

「活用」ともに目標値と区平均

正答率より下回った。 

・校内平均正答率が、基礎、活

用ともに目標値と区平均正

答率を下回った。 

・校内平均正答率が、基礎、活

用ともに目標値を下回った。 

第

６

学

年 

・校内平均正答率が、「基礎」

「活用」ともに目標値と全

国平均正答率を下回った。 

・校内平均正答率が、基礎、

活用ともに目標値と区平均

正答率を下回った。 

・校内平均正答率が、基礎、活

用ともに目標値と区正答率

を上回った。 

 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・生命・地球に関する問題の理

解が低い。 

・植物の育ち方、こん虫のから

だとつくりの理解が低い。 

・「光の性質」についての理解が低

く、実験の方法からどのような

問題を見出したかを推測するこ

とが難しい。 

・実験方法から性質を説明した

り、実験の結果を推測したりす

る問題では、無回答が多い。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・「天気のようすと気温」では、

気温をはかる条件や百葉箱

のつくりについて理解が低

い。 

・「季節ごとの動物の様子」「雨

水のゆくえと地面の様子」

「水のすがた」についての理

解が低い。 

・金属の性質をもとに理由を推測

する問題が苦手。 

・雨水のゆくえと地面のようすに

ついて、関係をもとに判断して

説明する問題の正答率が低い。 

・グラフから読み取ったり、図から

間違いを探したりする問題が弱

い。 

・理由を説明したり、推測したり

する問題の誤答や無回答が目

立つ。 

・植物や動物などの問題は正答

率が高い。 

第

６

学

年 

・「人のたんじょう」で目

標値、全国正答率を下回

った。 

・「流れる水のはたらき」「電

流のはたらき」で目標値、

全国正答率を下回った。 

・実生活との結びつきが弱

く、自分の考えを表現した

り、理由を説明したりする

ことに苦手意識がある。 

 

理 科 
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３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

３

学

年 

・学習した理科の用語を授

業中に活用する機会を設

け、学習内容を定着させ

る。 

・予想を立て、その根拠を自分

の生活経験や既習事項から

用いて、考えさせる。 

・実際に身の回りで起きてい

る自然現象を教材として扱

う。 

・実験・観察で本物を見せる

機会をできるだけ多く設け

る。 

第

４

学

年 

・知識の定着を図るために、

教科書に出てくる用語を

使って、まとめをする。 

・教え込みではなく、どのよ

うな実験をすれば解決で

きそうかを考えさせる。 

・実験結果を基に分かりやすく

考察をまとめさせ、思考する

力を高められるようにする。 

・既習事項や生活経験を基に学

習問題を自ら見出す活動を

取り入れる。 

・導入時に科学的事象が実感

できる体験的な活動を行う

など関心や意欲を高め、児

童の問題意識を主とした学

習活動を行う。 

・既習事項や生活経験から予

想を立て、根拠のある予想

ができるようにする。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・実験や観察で、正しく記録

する方法を指導し、児童

自身に考えさせることで

定着させる。 

 

・既習事項を生かして予想した

り、絵や図を使ったりして根

拠を明確にして考察やまと

めを書かせる。 

・気になったことについて探求

できる時間を設ける。 

・生活と結びつくような体験

的な学習活動をできるだけ

取り入れる。 

・分かったことや気になるこ

となど、友達と話し合う機

会を設ける。 

第

６

学

年 

・具体物や ICT 機器を用い

て、視覚的に理解できる

授業を展開する。 

・用語を正しく理解し、覚

え、使えるように、関連す

る学習で既習の内容につ

いて確認する。 

・実生活での経験を基に予想を

立て、条件制御の考え方を使

って、解決の方法を考えさせ

る。 

・得られた結果を考察する視点

を与え、適切に考えられるよ

うにする。 

・導入時に日常生活と結び付

け、科学的事象に興味をも

たせるようにする。 

・得られた結果を考察する

際、友だちと考えを交流し

理解を深める場面を増や

す。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

チャンツやゲーム、フラッシュカードなどを活用した活動を取り入れることで、外国語に親しもうと

する児童が増えた。授業のはじめや終わりに英語の歌を流すことで、楽しみながら歌う様子が見られた。 

（２）課題 

 外国語に苦手意識があり、学習に意欲的に取り組んでいる児童と教師に言われたとおりにただ取り組

んでいる児童の二極化している。また、アルファベットの大文字と小文字について正しく書けない児童

が一定数いる。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

３

学

年 

・習得させたい単語の絵カ

ードや会話例を黒板に貼

って、見返しながら反復

練習できるようにする。 

・発音、発話量を多くできる

よう、場面設定をする。 

・習得した表現方法を用い

て、相手意識をもって発

表する場を設定する。 

 

・主体的に学習に取り組め

るよう、学ぶ必然性をも

てる学習過程を設定す

る。 

第

４

学

年 

・英語特有のリズムやイン

トネーションを体得でき

るように、英語で歌った

りチャンツをしたりす

る。 

・発話・発音する量を多くす

ることで、定着を図る。 

・基本的な表現の意味の手

がかりになるように、顔

の表情や身振りを大きく

したり、イラストや写真

を用いたりする。 

・主体的に外国語でコミュ

ニケ―ションが図れるよ

うに、具体的な場面を設

定し、友達や ALTと尋ねた

り答えたりする活動を多

く取り入れる。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・ＩＣＴの活用やチャンツ

を用いて、見たり聞いた

り発話したりする活動を

繰り返す。 

・習った表現を用いて発話・

発音する場を多く設定

し、定着を図る。 

・学習した内容が板書に残

るようにし、活動の中で

いつでも振り返られるよ

うにする。 

・相手に伝えなくてはなら

ない（伝えたいと思う）場

面を設定し、習った表現

を友達やＡＬＴとの交流

で繰り返し用いることで

内容や状況を推測する力

を高める。 

・簡単な表現を使って自分

の気持ちや考えを英語に

して書く場面を設定す

る。 

・各単元において、児童が学

ぶことの必然性をもてる

ような学習計画を立て

る。 

・日常で使われていたり、使

えたりする表現をＡＬＴ

と共に積極的に使ってい

き、児童が慣れ親しめる

場面を増やしていく。 

第

６

学

年 

・ＩＣＴ機器を活用し、 

歌やチャンツに触れる 

ことで、楽しみながら 

知識が習得できるよう 

な授業を展開する。 

・英語を実際に活用する 

機会を設定し、発話、 

発音を繰り返し行うこ 

とで知識、技能の定着 

を図る。 

・授業の中で英語を実際に

活用する場面を設定し、

必要感をもって児童が英

語を活用できるような授

業を展開する。 

・習得した知識・技能を発信

する機会を設けること

で、自分が考え、アウトプ

ットできる学習を展開す

る。 

・主体的に学習に取り組む

ことができるようにする

ため、適宜ゲームや歌を

取り入れ、みんなが参加

できるような授業展開を

行う。 

・外国語を扱うことの必然

性がある授業を展開す

る。 

 

 

外 国 語 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・限られた校内環境の中ではあるが、アサガオやミニトマトを育て，植物を大切にする心情が育ち観

察することができた。 

 ・学校探検は 2 年生が 1 年生を連れていった。１年生は学校内の場所や人への興味関心を高め、校

内の身近な施設について学ぶことができた。2年生は、上級生としての役割が増えたことに気付き、

自分たちにできることは何かを考えて実践することができた。 

 ・まち探検は、コロナ禍の時と比べて保護者の協力も得て児童の自発的な調べ学習を進めることがで

きた。 

（２）課題 

 ・コロナ禍の影響で学校地域との交流学習に限りがあり，コロナ前のような調べ学習が十分にできな

かった。引き続き自分の学校地域への愛着を育てていくことが必要である。 

 ・自分の成長を振り返り，見守られ愛情をもって育てられたことに気付くこと，感謝する気持ちをも

つこと，今後の目標や希望を持ったりすることが十分とはいえない。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・多くの気付きをもたせるた

めに、体験活動やタブレッ

ト端末や図書を活用した調

べ学習の機会を取り入れ

る。 

・生きものを育てる活動を通

して、植物や虫などの身近

な生きものが変化し成長し

ていることや、生命をもっ

ていることやその大切さに

気付かせるようにする。 

・ペア学習や全体での発表の

場を多く取り入れること

で、友達の考えや気付きを

知り、自分の考えを深める。 

・見つけたもの・こと・人・

植物の成長などについて、

分かりやすく伝えるため

に、言葉や絵、文章などで

表す機会をもつ。 

・よい気付きをしている児童

を取り上げて価値づけ、学

んだことを他教科や生活に

生かす。 

・よい気付きをしている児童

を積極的に紹介して価値づ

ける。 

・観察などの視点を具体的な

言葉ではっきりと示し、気

付きの質を高める。 

第

２

学

年 

・一人一鉢の自分で選んだ野

菜の栽培活動を通して、成

長の様子を自発的に気付け

るようにする。 

・学校のまわりの池上警察署

や池上図書館等の公共・ま

ちの施設見学を行い、人と

の関りを大切にする姿勢を

育てる。 

・タブレット端末や図書を活

用した調べ学習の機会を多

く取り入れ、自分で課題を

解決する力を育てる。 

・異学年との交流を多く設

け、活動の楽しさを味わう

とともに、自分の気付きを

具体的に表現する活動を通

して、相手に分かりやすく

伝えられるように表現力を

高める。 

・小グループでの話し合いや

発表会など、友達と交流す

ることを通して、相手の考

えの良いところを見つけた

り、自分の考えを深められ

たりするようにする。 

・活動の過程をきめ細かく見

取り、つぶやきや発言、思

いを持つことを称賛して価

値付け、活動カードに振り

返りなどを記録し、自分自

身の成長を実感し、意欲的

に取り組む態度を養う。 

 

 

 

 

 

 

生 活 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１）成果 

・音楽を聴き、感じたことや気付いたことを自分の言葉で表現することができるようになってき

た。 

 ・リコーダーの演奏に関しては、学年にとらわれずスモールステップで進めることにより、自信

をもって演奏できる児童が増えつつある。 
 

（２）課題 

 ・創意工夫を自ら考え、演奏に生かすことが難しい児童がいる。 

・リコーダーの学習に関しては、あまり行っていなかったため演奏技能が不十分で、積極的に参

加できない児童もいる。 
 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・リズム感覚を身に付ける。

そのために、リズム譜を見

ながらリズム打ちができる

ようにする。様々な楽器の

音色の特徴を捉えて演奏で

きるように活動時間を十分

に確保する。 

・身体を使って表現しなが

ら、階名の摸唱や暗唱に取

り組む。音の高さや速さを

感じ取りながら歌ったり演

奏したりできるようにす

る。 

・曲想を考えて、曲想に合わ

せて歌い方やリズムを工夫

して歌ったり演奏したりす

る。そのために拍のまとま

りや拍子の違いを手拍子や

様々な楽器の演奏を通して

感じ取らせたり、歌詞やメ

ロディーから曲のようすを

想像したりして音学的感性

を磨く。 

・音楽に合わせて体を動かし

ながら、歌ったり友達の歌

唱や演奏を聴いたりする。 

 

 

 

・音楽をしたい表現したり、

楽器に親しんで演奏したり

する活動を多く設定し、練

習の時間を十分に取る。 

・曲が表現している様子を想

像したり、体を動かしなが

ら鑑賞したりすることで興

味をもって、進んで学習に

取り組むようにする。 

 

第

２

学

年 

・体でリズムを感じ取り、拍

の流れに乗って身体を使っ

て表現をしたり、簡単なリ

ズムフレーズを作ったりす

ることができるようにす

る。 

・音の高低を感じ取りなが

ら、歌ったり演奏したりで

きるように、身体を使って

表現をしたり、階名の書か

れた表を指さしたりしなが

ら階名の摸唱や暗唱に取り

組めるようにする。 

 

 

 

・音楽を聴いたり簡単な身体

表現を取り入れるなどして

表現したりして、拍の流れ

を感じ取り、音楽的感性を

磨く。 

・拍のまとまりや拍子の違い

を感じ取るために、音楽に

合わせて体を動かしながら

歌ったり、友達の演奏を聴

いたりする。 

・鑑賞や演奏の機会を増や

し、表現を豊かにし、想像

力を広げる。 

・楽器に親しんで演奏する機

会を多く設け、練習の時間

を十分に確保して、興味を

持って進んで学習に取り組

む姿勢を育てる。 

音 楽 科 
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 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 中 

 学 

 年 

・基礎的な奏法に時間をかけ

て指導し、視覚支援や ICT

等を活用した指導をスモー

ルステップで設定し、基本

の定着を図る。 

・旋律の特徴を理解し、どの

ようにしたら特徴を生かし

た音色になるのかを考え、

取り組ませる。 

・授業内の発表の中で友達の

工夫点や多様な表現方法、

またそのよさに気付かせ

る。 

・音楽の特徴と気持ちを表す

ことばを関連付けて音楽を

聴けるようにする。 

・学習の流れを明確にし、見

通しをもって学習できるよ

うにする。 

・楽器に親しんで演奏する活

動を多く設定し、練習の時

間を十分に取る。 

・校内で発表する機会を設

け、目標を設定させること

で活動意欲の向上を図る。 

 高 

 学 

 年 

・基礎的な奏法に時間をかけ

て指導し、視覚支援や ICT

等を活用した指導をスモー

ルステップで設定し、基本

の定着を図る。 

・音の重なりを中心に、その

特徴と音楽の要素を結びつ

けられるようにする。 

・授業内の発表の中で友達の

工夫や表現のよさに気付か

せる。 

・知覚したことと感受したこ

ととの関わりを考えさせ

る。 

・音楽の特徴や気持ちを表す

ことばの中から自分で要素

を選択した上で、演奏の工

夫を考えさせるようにす

る。 

・学習の流れを明確にし、見

通しをもって学習できるよ

うにする。 

・楽器に親しんで演奏する活

動を多く設定し、練習の時

間を十分に取る。 

・校内で発表する機会を設

け、目標を設定させること

で活動意欲の向上を図る。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・様々な材料や用具を経験する機会を増やしたことで、それまでの学習を生かして新しい表現を

生み出そうという姿勢が見られた。 

・ICT を活用して、自分の作品について記録を残したり、まとめたりすることで、お互いの頑張

りを振り返ることができ、表現活動に進んで取り組むきっかけにつながった。 
（２）課題 

・題材によって、児童の意欲に差が出てしまう。苦手な題材に対しても主体的に臨むことができ

るような支援、場づくりを増やしたい。 

 ・高学年に上がるにつれ、自分の表現や作品に自信を持つことが難しく、表現への意欲の低下、

発想を広げることが苦手と感じている場面が見られる。 
 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・自分の思いや考えをのびの

びと表現するために、手や

身体全体の感覚を用いて身

近な材料や道具の特徴をよ

く知り、使い方に慣れるよ

うにする。 

・児童が手や体全体の感覚を

使って対象や事象を捉えら

れるような題材を設定す

る。 

・身近な生活経験を想起でき

るような題材を設定した

り、友達の作品の鑑賞をし

たりすることで、自分の見

方や感じ方を広げられるよ

うにする。 

・よりよい作品に仕上げようと

する態度を育てるために、

ICT 等を活用して作品のよさ

や工夫を共有する。 

・教師が声をかけて助言や価値

付けをしたり、児童同士が互

いによさを認め合ったりで

きるようにする。 

第

２

学

年 

・身近で扱いやすい材料や用

具に十分になれさせ、表現

したいことに生かせるよう

に場面を設定する。 

・友達の作品や表現活動を見

るときに、ICT 等を活用し

て作品のよさや工夫を共有

する。 

互いの良さや工夫を見つけら

れるように視点をいくつか

提示する。 

・身の回りの作品などから感

じたことを話したり、聞いた

りするなどして、形や色、表

し方のおもしろさに気付か

せ、自分の感覚でものを見た

り感じたりできるようにす

る。 

 

・身の回りの作品などを見た

り、作品について話し合った

りすることで、自分の見方や

感じ方を広げられるように

する。 

・今までの経験を活かし、活動

に応じて材料や用具の使い

方を考えさせ、活動全体を工

夫できるようにする。 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 中 

 学 

 年 

・様々な材料や用具を経験す

ることのできる題材、場の

設定をする。また、材料や

用具の正しい使い方につい

て安全に用具が使えるよう

しっかりと指導し、児童が

表したいことに合わせて工

夫して活用できるようにし

ていく。 

・導入時の資料掲示や対話、

机間指導における発想のよ

さを認める声がけを通し

て、児童が発想を自由に広

げやすい場づくりに取り組

む。 

・ICT の活用や机の配置など

を工夫し、互いの作品を鑑

賞しあえる機会を増やし、

児童が自分の見方や感じ方

を広げることができるよう

に促す。 

・教師と児童、児童同士の対話、

写真などの資料によって授

業の導入を行い、進んで活動

に取り組もうとする態度を

育む。 

・机間指導において、児童の発

想や表現のよさを認める声

がけをする。 

 

図 画 工 作 科 
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 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 高 

 学 

 年 

・様々な材料を試すことがで

きる場の設定をする。また、

これまで学んだ、材料や用

具の正しい使い方について

復習すると共に新しい題材

についても児童が表したい

ことに合わせて工夫して活

用できるように確実な指導

を行う。 

・導入時の資料掲示や対話、

机間指導における発想のよ

さを認める声がけを通し

て、児童が発想を自由に広

げやすい場づくりに取り組

む。 

・ICT の活用や机の配置など

を工夫し、互いの作品など

を自然に鑑賞しあえる機会

を増やし、児童が自分の見

方や感じ方を深めることが

できるようにする。 

・教師と児童、児童同士の対話、

写真などの資料によって、ま

たは必要に応じて ICTを使い

授業の導入を行う、主体的に

活動に取り組もうとする態

度を育む。 

・机間指導において、児童の発

想や表現のよさを認める声

がけをする。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・ 調理実習（規定の調理とおやつ作り）や被服実習、お世話になった方への作品製作などの実

習を多く取り入れることで、児童の意欲・関心を高めることができた。 

・ 被服実習では、児童は自由に教卓でも個別指導を受けられるようにすることで、器用さによ

る進度や意欲の差を解消し、安心して課題に取り組み、達成感を得て、苦手意識をなくすこ

とができた。 

・ 授業でのＩＣＴ（スクールタクトの課題）による作業や考察、発表を繰り返し行い、ＩＣＴ

の資料作成のスキルアップとともに、児童の様々な考えを共有することができた。 

・ 細かな手作業や詳しい情報はインターネットの動画を活用し、理解を促すことができた。 

・ ＩＣＴ（スクールタクトの課題）を使用した家庭学習作業の課題提出を行うことができた。 

（２）課題 

・ ＩＣＴ活用によるタブレットを使用した授業では、授業に関連のない使用を行う場合がみら

れ、授業の妨げとなっている。 

・ 裁縫実習では、教卓での個別指導を受けたがらない児童が少人数みられた。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

高 

 

学 

 

年 

・実習では、調理や裁縫の基本的

な技術を授業はじめに短時間で

行い、児童が安全に、安心して実

習に取り組める導入にする。 

・被服実習では、授業当初に短時

間で行える課題を準備し、短時

間集中型の実習から取り組み、

技術力アップを試みる。 

・苦手意識を持たないよう、必要

に応じて個別の指導を組み合わ

せる。 

・実習後には振り返りの時間を

設定し、児童の率直な感想や

反省を引き出す。 

・ICT の課題や作品の発表会を

通し、クラスの全児童の作品

の良さを共有する。 

・被服実習では自分なりの創意

工夫ができる題材を取り入

れる。 

・授業のはじめに授業の流れ、

今後の予定を伝え、児童が計

画をもって安心して課題に

取り組めるよう促す。 

・課題が苦手な場合には教卓で

の個別指導がいつでも受け

られることを伝え、必要と思

われる児童に声掛けを行う。 

・家庭での聞き取りや手伝いを

課題として設定し、主体的な

取り組みとして評価する。 

 

 

 

 

 

 

家 庭 科 



23 

 

 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

 

（１）成果 

 ・いろいろな動きが経験できるよう、めあてや技能に応じた様々な場を用意することで、児童一人ひ

とりのつまずきを解消することができた。 

 ・良い動きをしている児童や運動の工夫・考えを紹介する時間（シェアリング）を毎時間取ったり、

ICTを活用したりすることによって、互いに動きや技のポイントを見合い、学びの質や運動技能の

向上につながった。 

 ・学習カードや ICT を効果的に活用することで、個人のめあてをもち、目標に向かって学習に取り組

む姿が見られた。 

 

（２）課題 

 ・持久力、投力がスポーツテストの結果で全国平均を大きく下回っている。投げる機会を設けたり、

持久走大会に向けて全校で朝の時間や休み時間に取り組む時間をつくったりすることが必要であ

る。 

 ・児童同士で運動を見合い、考えを伝え合うことが難しい児童もいる。どこに着目すれば良いか、動

きのポイントを学習カードや ICT を活用することで的確にとらえさせる必要がある。 

 ・適切に自己のめあてを設定することが難しい児童もいる。運動の場や学習活動の改善が必要である。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・基本的な動きを身に付け

るために、誰もが楽しめ

る場の設定を工夫し、

様々な運動を繰り返し経

験をさせる。 

・児童同士での教え合いや

協力する時間を授業の中

で取り入れて、良い動き

を共有し、動きの幅を広

げる。 

・集団で仲良く運動ができ

るように肯定的な言葉が

けを行う。 

・全員が楽しみ、達成感を味

わうために、誰もが楽しめ

るルールを工夫したり、ゲ

ーム性を持たせたり、遊び

の要素を取り入れる。 

 

第

２

学

年 

・誰もが楽しめる工夫を行

い、一人一人が達成感を

味わえるようにする。 

・楽しみながら様々な運動

経験をさせ、基本的な動

きを身に付けるようにす

る。特に走・跳の動きを多

く取り入れる。 

・児童の良い動きや工夫・考

えを共有する時間にでき

る範囲でＩＣＴを活用し

ながら取り入れ、良い動

きを広めていく。 

・自己に適した運動の場を

選ぶことができるに、遊

びの場を複数用意する。 

・運動遊びにゲーム性を持た

せ、意欲的にいろいろな動

きが体験できるようにす

る。 

・友達と関わる機会を多く設

けて、誰とでも仲良く活動

する楽しさを味わわせ、す

すんで運動遊びに取り組む

姿勢を育てる。 

中

学

年 

第

３

学

年 

・自分のめあてと集団のめ

あてを明確にし、集団の

めあてに合った個人のめ

あてを立てられるように

する。 

 

・学習時間に 1 回は児童同

士で運動を見合ったり、

考えを共有しあったりす

る時間を確保する。 

・器械系につながる運動は

タブレットで自分の動画

をとり確認することで課

題を解決できるようにす

る。 

・きまりを意識して取り組む

ことができるように、自分

たちで決まりを決めていく

学習スタイルを取り入れ

る。 

・見通しをもって学習に取り

組むことができるように、

学習の流れを把握させる。 

体 育 科 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・個人のめあてを設定する

ことで、高めたい技能を

意識させる。 

・児童の実態に合わせた場

を準備して、課題解決の

時間を十分確保する。 

・運動のポイントを意識し

た指導や助言をする。ま

た、ワークシートや掲示

物を用意したり、ＩＣＴ

機器を活用したりして児

童が自分でポイントを考

えたり、確認したりでき

るようにする。 

・互いに見合ったりアドバ

イスしたりする時間を設

けることで、運動のポイ

ントを意識できるように

する。 

・ペアやトリオ学習を取り入

れ、自分だけでなく、他者の

取り組みについても考えら

れるようにする。 

・振り返りや他者の良いとこ

ろを褒める機会を作り、自

ら意欲的に取り組めるよう

にする。 

・ワークシートなどを準備

し、学習の見通しがもてる

ようにする。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・児童が自らの動きを友達

と見合ったり ICT を活用

したりすることで俯瞰し

て見ることを通して、高

めたい技能を主体的に高

めることができるように

する。そのために、場の設

定や補助の方法、資料を

配布したり、ICT機器を活

用したりする。 

・友達と交流することで、自

らの考えを伝えたり、ア

ドバイスをもらったりと

協働して学習に取り組む

ように同じめあてや課題

をもった児童など意図的

に、グルーピングをして

交流の時間を十分に設定

する。そのためにも、掲示

物や資料を用意したり、

ICT 機器を効果的に活用

したりしていく。 

・振り返りの時間を十分に取

ることで、次時のめあてを

充実させ、自らの学習を俯

瞰して見ることができるよ

うにする。 

・ルールやきまりを明確に示

し、安心して学習に取り組

むことができるようにす

る。ルールを工夫すること

で、運動が苦手な児童も積

極的に取り組むようにす

る。 

第

６

学

年 

・1 単位時間でのめあてを

明確に示し、知識・技能の

習得に向き合える学習展

開を行う。 

・課題解決の時間を十分に

確保し、課題別、スモール

ステップで知識・技能が

高められるような場を設

定する。 

・ワークシートを活用 

し、自身の学びを振り 

返ることができるよう 

にする。 

・ワークシートや ICT 機器

を活用し、自分の課題と

向き合ったり、友達の良

いところを見付けたりす

ることができるようにす

る。 

・技のポイントが示された

資料を用意し、児童が自

分自身で確認できるよう

にする。 

・チームや同一課題をもつ

グループを設定し、課題

解決に取り組むことがで

きるような授業を展開す

る。 

・見通しをもって学習に取り

組むことができるように、

授業のはじめに学習の流れ

を伝える。 

・ルールやきまりを明確に示

し、安心して学習に取り組

むことができるようにす

る。 

・映像資料を用い、競技の特

性を理解する場面を設け、

主体的に学習に取り組むこ

とができるようにする。 
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